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奄美大島1屋久島1種子島の淡水エビ類

　　　　（続日本淡水エビ類の研究＊，第1部）

上　　田　　常　　一
　　（島根大学教育学部）

　Tsu鵬1ch1KAMITA　Fresh－water　Shr1mps　and－Prawns　of　Amam1－6shma，Yaku－shma　andl

Tanega－shma（Furthθr　stud－1es　on　the　fresh－water　shr㎜Ps，Prawns　and－crawishes　of　Japaln

1961，Pt．1）

　A彊STRACT－Durmg　h1s　joumey　m　Ju1y－August　of1962，the　present　wr1ter1made　so1mel

mvest1gat1ons　on　the　fresh－watershrmps　and－prawns　ofthe　three1s1ands　of　Satsunangroup，v1z，

Amam1－6sh㎜a，Yaku－s肘ma　and．Tanega－shm乱The　present　paper　d．eaIs　w1th　those　anma1s

co11ected　by　this　wntθr　hmse1f　and　others　Those　spec1es　may　be　g1ven　be1ow　Aty1d．ae一

肋仰αω岬γω醐，Co棚〃o卿卿，C1ψo棚ω，α1ωω莇c肋，03θ榊柳ω榊6θ肋θη8附，Pa1a－

ernon1d．ae－Pσ肋θ吻o〃一ρακ肋θ〃3，肋αoあグαπc肋〃肋Zo〃9ψ醐多〃．1ρρo〃κ卿肌An工ong　these　fresh－

water　sPec1es，Cチ〃〃ぶwas　obtamed－most　abund．ant1y，a㏄ord血g1y1t　apPears　thatthe　spec1es

1s　the　most　dommant　o鵬at1east1n　the1s1ands　m　wh1ch　the　co11ect1ons　have　beenmade　The

fresh－water　shr㎜P　and－prawn　fauna　of　these1s1ands㎜uch　reseI皿b1e　those　of　Kyu．sh亡，Shikoku夕

and　the　South－westem　part　ofHons雌，Japan，but　d．岨er　from　those　of　Ok血awa　Is1an乱

I．採集の概要

　筆者は1962年（昭37）7月下旬から8月上旬にわたって，薩南諸島のうち，奄美⑧屋久⑧種子

の3島の淡水土ビ類を採集調査した。この旅行中2度も台風にあい，ために採集目時を短縮せ

ざるをえなくなり，種子島の如きは南種子しかまわることができなかった。7／23午後鹿児島に

着いたのであるが，台風で当目と翌日は欠航，その間，県立図書館⑧県立博物館ですごし，25

目8時折田丸で鹿児島出港，13時屋久島　湊港に上陸，29目14時屋久島丸で安房港から離島，

16時前に種子島島間港に上陸，31日8時藤丸で西之表港を出航鹿児島に帰えった。8／ト2は合

風で欠航，再び県立博物館へ，それからマンキーセンターや島津集成館をみて，3日ユ7時八坂

丸に乗船，翌4目7時半ころ奄美大島名瀬港に上陸，8目23時半高千穂丸で離島，翌9日13時

ごろ鹿児島港に上陸した。この採集旅行遂行に先立ち，種々懇切に御指導下さった熊本大学教

授木場夫博士，鹿児島市滞在中，お世話になった鹿児島県立博物館主任井口重雄氏，島津興

業の平　国宏氏，採集上援助を賜わった，奄美大島住用村役場土木係長鮫島幹夫氏，屋久島小

瀬田小学校長並に同地の永綱武二氏に深甚の謝意を表す。

＊上田常一’（1961）日本淡水ユビ類の研究，園山書店，松江．
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2 上　　田　　常　　一

　奄美大島は故江崎悌三博士の「奄美大島の概観I～W「（植物及動物第1巻1ト12号，第2巻ト4号）

の中に，L名瀬港波止場前の末広旅館に泊ったところ，ハェで食はまっ黒くなり，正油ツボの

中に1）γ03卯舳oが無数に浮び，夜はワモンゴキブリが室内に横行，睡眠中の顔やエリの皮膚を

かじる，ヤモリが室内にいるのはそのため。「と書いてある。これは1933年（昭8）7月当時の実

況であるが，それから30年を経遇した今日では，施設・設備ととのい，名瀬市には奄美寮の如

き立派な旅館があり，へんぴの地にあっても安眠でき，いささかの不安もない。バス路線がの

びて回数も多いので，どこへ出かけるにもさほど不便を感じない，筆者の場合，仕事の上から

水系をねらうのだが，なにぶんにも小さい島（ほぼ二等辺三角形で底辺約30km高さ約50km）

であるから，小さい川が多く，大きいといわれる川でさえ，延長数km～10数kmにすぎない。

　　　　　　　　　　す争よう　、　　　　　　、　　　　　　　　　えきかち
たとえぱ，本島随一の住用川が約16km大和村⑧住用村を貫流し，これにつく役勝川がヱ2km

で古仁屋町・西方村⑧住用村を貫流する。上流から直ちに下流にうつり，途中に中流にあたる

ところがないのが特徴である。湖沼がないことも特徴で，水田の臨けたところには小さなため

池のようなものを見ることがある。筆者が網を押した川は，名瀬の新川（図版1の上），浦上
　　　　　　　　　　　だいくま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なせかち
の溝上川（図版1の中），大熊のため池（図版1の下）（以上8／4），小湊の山田川，名瀬勝の大
　　　　　　　　　　　　　一こしな力・ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもだ

川（図版2の上）（以上8／5），西仲間の住用川（図版2の中），その支流下田の石やご川（図版2
　　　やんま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんかち
の下），山間の山間川（以上8／6），役勝川北岸に注ぐ山間の小さい流れ（第3図），大和村恩勝

の大和川（以上8／7）などである。これらのうち，もっとも採集効果をあげたところは住用村で

　　　　　　　　　　o、　　∠　　　　一轡　　　　　、、、
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第1図　薩南3島における，淡水エビ類の採集地を示す．
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にある。すなわち，ここの水系（第21図）では，この島に産するすべての淡水エビ類がえられ．

る。住用村役場土木係長の鮫島幹夫氏の夜話で，L住用村に多いのはハブとエビとカである「と

きいたが，けだし適評であろう。氏はまた，住用村に田んぼがあっても（イネ刈りの最中），そ

れは川口付近に集っているから，農薬を使ってもそうえいきょうしないとも語った。

　屋久島はまるっこい島で周囲約100km，中央高山に宮ノ浦岳・永田岳・黒味岳の3座あり，

総称して八重岳と呼び，6月なお残雪をみるという。これら中央山岳から大小多くの川が島の
　　　　　　　　いつそう
周辺に流れ出て，一湊川（図版3，上の左）（7／25～27）・永田川（7／27）・宮ノ浦川（図版4の

　　　　　　あんぼう
上）（7／27）・安房川（図版3，下の左）（7／29ル栗生川などはその最たるものであるが（第1

図），ここでもやはり上流と下流があって中流がない。これらの川でエビ採集によかったのは一

湊川である。川底は石ころや岩で，深浅さまざまに淵あり瀬あり，沿岸には植生繁茂し，エビ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こせだ
の生息環境としては良好と認められる。宮ノ浦から安房に至る途中に小瀬田部落がある。ここ

に女川（図版3左の中，右の下）（7／28）があり，川口から200mの所に高さ12～13m長さ40皿

の人道橋がかかっているが，ここもエビの採集には好適の場所である。

　種子島は南種子の島問川（図版4の中）（7／29）・鹿鳴川（図版4の下）（7／30）および中西野

の焼野の溝川（7／30）を採集した（第1図）。これらの川は小さく，島問川には長さ8m，鹿鳴

川には11．5mの橋がかかり，流れは浅くゆるやかでエビの採集には好適である。西之表の甲女

川はこれらに比べると著しく大きいが，エビの採集には不向きである。以上3島で採集した淡一

水エビ類を川別に掲げると，次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．∫θ7γαガ・　　　　　　　　　　ハ4一αcγoわrα・　　1吻αcγoわ7α一
　　　　　　　　　0〃〃肋α　　　0αγ〃肋α　0〃〃肋α
　　　　款瓢、、　榊切・・たα肋・・1・・肋鰍窯Cθ叩燃111κ”鵬、勿、、”C脇”、、、。

　　　　　　　　　　トグナソ　ヤマト　ミゾレ　　　　　ヌマェビ　　　　　　　　　　　　　　　コテラヒメスジ’エビ　ミナミテナ　ヤマトテナ
　　　　　　　　　ヌカエビ　ヌマエビ　ヌマエビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌマエビ　　　　　　ガエビ　　　ガエビ
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上　　田　　常　　一

I［．Aty蝸aeヌマエビ科

　1．ア〃α卯αco柳1ρ1伽8α（DEHAAN）ヌマエビ

　　　　　　　　　　　　　　　　　採　集　目　録＊

　奄美大島・大熊（わき水のタンク），8／4，1O，西仲問（住用川），8／6，2，＊＊興福地谷入口（山

麓小流れ）・8／7・15（成9，幼6）〔2〕；役勝（山麓の小流れ），8／7，6（成3，幼3），＊＊3／31／63，5

（抱卵）〔2〕＊＊域（金久田川），4／29／63，5（抱卵），＊＊住用村冷川渓流，6／7／63，3〔1〕，＊＊6／17／63，6

〔1〕＊＊．　注：＊＊は鮫島幹夫氏採．

　　　　　　　　　　　　　　　　　形　　　　　　態

　1）成体の大きさ：8月に採集した雌は体長（除角）24～27mm，雄は21～22mm．翌年4月

採集された雌（抱卵）は26～335mm，日本本土においても大なる雌の体長は30mm台である。

第2図肋r仰αco卯肥醐：奄美大島住用
　村役勝産，上段左は♂，他は♀，×1．4

黒ヵツ色のシマ模様があり，腹節には同色の帯状紋があるなど，一見スジェビに似ている，し

かし，甲殻側面の黒ヵツ色の複雑なる斑紋はヌマェビ特有のものであり，腹部の側面にも尾扇

　2）額角：長く，成長せるものでは，遠端（先端）

は触角柄（第一触角）第三節を超え，触角リン片の

遠端に僅かに達せず，あるいは達す。幼者にあって

は，触角柄第三節に達せず，あるいは達し，あるい

は第三節を超えるものがある。概して中ほどが少し

たるみ遠端上向するが，基部と遠端とは同一水平線

上にあり，なかには，真直で遠端僅かに下向せるも

のもある。額角歯は，上縁にあっては，頭胸甲上か

ら額角の先端まで整然と並び，後方位の歯は，やや

大きく，相互間隔はやや広い。下縁歯は上縁歯より

やや大きく，相互問隔は不そろいである。

　額角上縁歯数は12～26（モード21），これらのう

ち，甲殼上に位するものは1～3（モード2）である。

額角下縁歯数は1～4（モード2）である。額角の形

状および歯相につし）ては日本本土産のものと同じよ

うである。

　　　　　　　　色　　　　　彩

　全体ヵツ色，触角のベン毛が甚だ長く尾扇の長い

ことや，背面には甲殻から腹部にわたる，幅のある

＊例えば，”8／7，15〔2〕”とは，「8月7日採，雌15尾，雄2尾」の意を表わす。

fig130101.pdf


奄美大島・屋久島・種子島の淡水ユビ類

も同色の斑紋がある。

　　　　生　　　態

　1）分布：ヌマエビは，日本

本土ではきわめて普通のエビ

で，水田の間の水路や池沼や川

岸などに生息するが，奄美大島

では，むしろ少なく，しかも，

山麓のわき水の流れといったよ

うな，いわば水温のひかく的低

目のような場所（第3図）に生

息することは注目に値する。住

用川の2尾は，かような場所か

5

第3図R　c01ηρ欄∫α生息所のユ例：奄美大島住用村役勝のある

　山麓の小流れ，採集している人は鮫島幹夫氏．

ら出水時運ばれた，筆者のいわゆるL場違いのエビ「であろう。屋久島。種子島では採集しな

かった。

5

b

a

5

　　　一1　　12　　13　　14　　　15　　16　　17　　18　　19　　乙0　　21　　ZZ　　Z3　　Z4　　Z5　　Z6　　乙7　　Z8　　29　　30　　3－　　3z　　33　　3牛

　第4図Rω〃〃舳αの体長組成：a奄美大島における8月初の採集，b同島住用村に刺ナる3月
　　　終りおよび4月終りの採集，園は♀，團は抱卵，□は♂・

　2）繁殖：第4図でみると，そこに体長別2群のあることがわかる。すなわち，夏の体長組

成においてA群は21～27mmの成エビであり，B群は11～18mmの幼エビである。成エビには

抱卵せるものがないが，これは既に産卵フ化を終ったものか，あるいは，これから後に抱卵す

るものか定かでない。鮫島幹夫氏が1963年3月末4月末住用村で採捕せる雌はすべて抱卵し，

しかも，大半が発眼している。その体長組成では第4図bにみられるように，26mmに達する

と抱卵する。卵はダ円形にして長径0．48mm短径0．28mm内外，抱卵数は1例で2，420粒を

数えた。

2．0〃肋〃卿〃8H．M1LNE－EDwARDsトゲナシヌカェビ（第5図）

方冒：奄美大島　　サイ（名瀬，恩勝），屋久島　　タニエビ（一湊），ハナエヒ（雄の名，

永田），タェヒ（小瀬田，安房），南種子島　　ビノチョ（南種子の中西）。

fig130102.pdf
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採　集　目　録

奄美大島・名瀬（高校前の新川），8／4，4（成1，幼3）〔26〕，浦上（浦上川），8／4，10（抱卵5，幼

4）〔1（幼）〕；大熊（山麓のワキ水），8／4，41（抱卵13）〔66〕；大熊（カンガイ用タンク）8／4，2

〔2〕；小湊（山田川）・8／5・2（抱卵1）〔6〕；西仲間（住用川），8／6，1；西仲問（石やご川），8／1，1；

役勝（山のふもとの小流れ）・8／7・4〔2〕；恩勝（大和川），8／7，1（抱卵）；西仲間冷川，6／17／

63・32（抱卵25）〔22〕＊；西仲間発電所上流の水たまり，6／18／63，8（抱卵）〔7〕＊。

屋久島（一湊川），7／26，9（抱卵6）〔15〕；永田（永田川大橋の下方の溝川），7／27，3（抱卵2）

；宮ノ浦（宮ノ浦川），7／27，口〕；小瀬田（女川），7／28，9（抱卵3）〔7〕；安房（水田の溝川），

7／29，6（抱卵4）〔20〕。　　注：＊は鮫島幹夫氏採。

第5図0〃肋肋α吻〃8：上と中は♀（抱卵），

　下は♂，屋久島安房産，×1．3

種子島（南種子）1島間（島間川），7／29），2（抱

卵1）〔2〕；焼野（溝川），7／30，1（抱卵）〔6〕；本

村（鹿鳴川），7／30，15（抱卵9）〔7〕。

　　　　　　　形　　　　　　態

　1）成体の大きさ：奄美大島産の雌の体長は19

～31mm，雄は17～22mm，屋久島産の雌は22～

3ユmm，雄は17～23mm，種子島産の雌は24～30

mm，雄は17～23mmである。これからして，一

般には，雌の最大は30～31mm，雄の最大は22～

23mmである。

　2）額角：下向するが常で，水平あるいは水平

に近きものはむしろまれである。他種のヌマェビ

の額角と異り，短くして遠端は触角柄第二節の

1／3に達し，1／2に達するものは少い。奄美大島
だいくま

大熊産の109尾についてみるに，甚だ短くして第

一節の遠端にさえ達せざるものが16％，第一節

の遠端に達するものが15％，第一節を僅かにあるいは少し超えるものが33％，第二節の1／3

に達するものが31％，第二節の1／2に達するものが5％で，概して，幼いものでは額角が短

く，成長にともない伸びてくる。

　額角下縁には1～4歯あるも1～2歯のものが多いが，まれに無歯のものがある（第1表）。上

縁はトゲナシの呼称の如く，一般には無歯なるも，そこに，歯を有するもの4例をみた。すな

わち，奄美の226尾中に雄で％（体長16．5mm），％（体長17mm），屋久の69尾中に雄で％

（体長20mm），種子の33尾中に雌で％（体長29mm）。
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奄美大島・屋久島・種子島の淡水エビ類

　　　　　色　　　　　彩

　雌は暗紫カッ色で体側面にミゾレ模様

があるが，濃淡の度合はさまざまで，濃

いものは黒っぼく見えるほどである。雄

は淡い黄カッ色で，体側面に1条の赤い

スジがある。屋久島永田川原で砂利集め

の男が教えた，ハナェビというはこの雄

エビのことであろう。

　　　　　生　　　　　態

　1）分布：奄美・屋久・種子の3島に

もっとも多いエヒである。日本本土にあ

第1表 0〃肋伽卯ρ〃8の額角下縁歯数の変異

7

下縁 個　　　体　　　数米

歯数 奄美大島 屋久島 種子島 計

0 6〔6〕
’

〔1〕 6〔7〕

1 55〔83〕 8〔12〕 10〔5〕 73〔100〕

2 27〔34〕 13〔22〕 8〔5〕 48〔61〕

3 5〔9〕 1〔7〕 〔4〕 6〔20〕1

4 ユ 4〔2〕

1
5〔2〕

計 94〔132〕 26〔43〕 18〔15〕 138〔190〕

注：〔〕の外の数字は♀，〔
　　個数を示す．

〕の中の数字は♂

ってはヌマエヒがもっとも普通で，中部地方以北ではその亜種ヌカエヒが多く，目本南部でば

ミナミヌカエビが多く，トゲナシはむしろ少い，太平洋側では伊豆半島以南，日本海側では隠

岐島以南に分布する。

10

5
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5
B

　　8　　　9　　　10　　　11　　－2　　－3　　　－4　　　15　　　16　　　17　　　18　　　旧　　　20　　　21　　22　　Z3　　Zみ　　Z5　　a6　　27　　28　　29　　30　　3，

第6図C．吻〃3夏の体長組成：A種子島，B屋久島産，いずれも7月下旬，C奄美大島産，8月上旬採集．

　2）繁殖：奄美大島の各地で採集した169尾は，第6図の如く，大小2群がみられる。これ

を雌についていうならば，体長の大きい19～31mmのa群と体長の小さい8～15mmのb群が

それである。屋久島の67尾，種子島の49尾は，奄美のa群にあたる大きいもののみであり，3

島ではともに体長20mm以上のエヒが抱卵している。奄美のb群，すなわち幼エヒが，屋久

や種子で入網しなかったのはなぜだろうか，繋殖期のズレなのであろうか。因に，筆者が往年

宮崎県や和歌山県下で採集したものの中でも，奄美のb群にあたるものをみなかった（上田，

日本淡水エビ類の研究，P．49，第19図参照）。

o

C
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　3．0〃肋〃αブαρo〃ωDE　MANヤマトヌマエビ（第7図）

　　　　　　　　　　　　　　　　　採　集　　目　録

奄美大島：住用村西仲問と東仲間の問（海抜約180m），4／29／63，3〔1〕，住用村冷川漢流，

6／17／63，30（抱卵15）〔24〕，鮫島幹夫氏採。屋久島：小瀬田，9／16，13（抱卵2）〔1〕，ここ

は部落から3kmの山奥で，永綱武二氏が筆者の願いをいれて，戦傷の不自由なからだで，部落

から出かけて採集送付されたものである。種子島：南種子本村（鹿鳴川），7／30，1（幼）。

第7図0〃肋〃αノψo〃cα．奄美大島住

　用村海抜180m産，4月末採，最上は
　♂イ也は♀，　×　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　形　　　　　　態

　1）成体の大きさ　屋久島9月の雌は体長30～34mI皿，1尾の雄は26mm，奄美大島4月末

の雌は33～38mm，1尾の雄は30mm．2）額角　切出し小刀状の額角が眼カの直上から急傾

斜する。日本本土のこのエヒの額角歯相を，私はA・B・Cの3つの類型に分けているA型は上

縁歯・下縁とも額角の遠方（先方）は無歯，B型は上縁のみ遠方が無歯，C型は上縁・下縁とも

遠端（先端）まで歯を列ねる（日本淡水エビ類6研究，P．51，第21図参照）。奄美・屋久のエビを

観察しても，やはりこの3型があり，奄美ではA22〔18〕，B8〔8〕，異型として上縁Cにして下

縁Aなるもの2尾あり，屋久ではA6，B4〔1〕，C2である。額角歯相は，奄美の33〔24〕では

上縁12～24（モード17～18），下縁4～16（モード8～9），別に上縁下縁ともに24のもの1尾あ

り，屋久の12〔1〕では上縁18～26，下縁9～14である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　彩

　体側斑紋は，頭胸部から腹部にわたる4線がある。雌雄によって異り，第二腹肢の雄性突起

を検索しなくとも，この色彩だけで容易に識別できる。すなわち，上位のものから順に1～4

線とすると，

fig130104.pdf
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　　（1　線）　　（2　線）

雌：鎖　　線　　　点　　線

雄：点線化強く点線

（3　線）

鎖　　線

点線化

（4　線）

点　　線

点　　線
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第8図C．切o〃ωの体長組

　成：A屋久島産，1962年9

　月中ごろ採集．lB奄美大島

　住用村海抜約180m産，19

　63年4月終採集．圖は♀，

　国は抱卵，□は♂．

訪　　　26　　27　　28　　29　　30　　31　・32　　33　　3＋　　35　　36　　37　　38　　39　　斗O

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　態

　1）分布1鮫島幹夫氏が奄美大島住用村で採集された場所は海抜杓180mの高所である・ま

た，氏によれば山問部のケイ流のプールに群集しておるということである。永綱武二氏が屋久

島で採集された場所は，小瀬田部落から約3kmの山奥のケイ流で，冬は積雪でおおわれ，春に

なると雪の下で水がちょろちょろ流れるという。かように，このエビは低地の水域では見られ

ず，山間奥地のケィ流に生息する。南種子で，鹿鳴川のずっと下流で幼い1尾が網に入ったが，

これは他所（本来の生息所）から出水時運ばれてきた，筆者のいわゆるL場違いのエビ「であ

ると思われる。以上のことは目本本土でも同じことで，これらの生態がわからいうちは，この

エビは日本にはまれなもののように思われていた。日本本土においては，この分布の下限でヌ

マエビとミックスするが，この点奄美⑧屋久では不明である。

　2）繁殖　屋久島で9月16日に採集された永綱武二氏によれぱ，時期が少しおそくなって

いるのであまり大きいのが見あたらなかった，ということであるが，採集された13尾の雌は体

長30～34mlm，抱卵せるもの2尾あり，卵はいずれも発眼している（第8図A）。奄美大島で鮫

島幹夫氏が4月29日に採集された雌はこれより大きく33，37，37．5mmであるが，抱卵を見

ないが，6月17日採集された雌は29～40mm　抱卵せるもの15尾を数う（第8図B）。

　4．0〃肋伽1ω60∫此物STIMPs0Nミゾレヌマエビ（第9図）

　方…　奄美大島　　サイ（名瀬，恩勝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　採　集　目　録

奄美大島　名瀬（高校前の新川），8／4，3〔1〕，浦上（浦上川），8／4，4（幼）〔1〕，小湊（山田川），

8／5，20（抱卵10）〔8〕；西仲問（住用川），8／6，33（抱卵21，幼10）〔24〕；山間（山問川），8／6，17

（抱卵）〔8〕，恩勝（大和川），8／7，6（抱卵5）〔2〕；西仲間冷川，6／17／63，19（抱卵1ユ）〔6〕＊；

住用村東城湿田地帯，7／15／63，37（抱卵28〔4〕＊。　　　注：・は鮫島幹夫氏採。

屋久島：一湊（一湊川），7／26，2（抱卵）〔1〕；小瀬田（女川川口），7／28，22（抱卵18）〔27〕。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種子島1島問（島問川），7／29，10（抱卵）〔25〕；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南種子，本村（鹿鳴川），7／30，2（抱卵）〔3〕。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形　　　　　態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）成体の大きさ　奄美大島において抱卵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せるエビの体長は最小18mm，最大27mm，屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久島の最大は28mm，種子の最大は29mmで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。日本本土のものでも雌は30mm前後，抱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵せる最小形は19mmである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）額角：歯相は，額角上縁にあっては2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部に分かたれ，眼カ後方（甲殻上）から額角に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたって整然と並ぷL連続歯「と，それを隔た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って額角の先端に位するL分離歯「より成るが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しばしば両者の間に1歯まれに2歯を見ること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がある。このL中問歯「の出現する割合は，奄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美大島の117尾中に48尾あり，すなわち35％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にあたる。この率は目本本土のものとほぼ同じ

第9図0α舳ηα1ωc03”o：上と中は♀（抱　　である（日本淡水エビ類の研究p．67参照）。上縁連

　卵），下は♂，屋久島小瀬田女川産，×1．5
　　スヶツチは体側の斑紋を示す（上田常一日　　続歯のうち甲殼上に位する歯の数は・奄美大島

　本淡水エビ類の研究から転載）・　　　　　の143尾についてみると，1～4で，うち2，3歯

のものが多く，前者は35％後者は62％をしむ。1あるいは4歯のものはむしろまれである。

下縁歯は一般には，眼の角膜の遠端あるいはその近くから額角の遠端まで整然と並び，上縁歯

に比すれぱやや大きく，ことに後方位のものは削方位のものより大きい。

　奄美大島産141尾（雌98，雄43）の上縁歯数は10～31（モート21），平均2153士127，

下縁歯数は3～14（モード9），平均8．04±1．36である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　彩

　このエビの学名は＝（和名も）体の斑紋から名つけられた。すなわち，淡カッ色の地に灰白色の

小斑点が一面に散布しシモふり状を呈するところからミゾレとなったのであるが，ミゾレ模様

はさきのトゲナシヌヵエビでもみられるから，本種特有のものではない。しかし，腹部各節の

側面にある暗ヵツ色の斑紋（第9図スケッチ）は重要で，それらは互につながって波状を呈し，

雌では抱卵部の上限にかかる。エビを側面から見たこの一連の斑紋の位置と形状とは本種特有

のもので，ホルマリンづけにしても長く保ち，これを見ただけで種を認めることができる。
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　第10図α肋伽ガ伽の体長組成：A種子島産，毘屋久島産，いずれも7月下旬採集．C奄美大

　　島産，8月初採集．團は♀，国は抱卵，□は♂．

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　態

　1）分布：トゲナシヌヵエビについで分布広く個体数も多い。しかし，トゲナシほどに上流

に達していない。2）繁殖　奄美大島の1962年8月上旬の126尾についてみるに（第10図C）、

大形者のa群と小形者のb群とがある。前者の雌はほとんど抱卵しているが，後者は幼いもの

で，今後雌は181mm以上に成長して抱卵するものと思われる。屋久島の61尾，種子島の40尾

につし）てみると，奄美のa群にあたるもののみで雌はいずれも抱卵しているが，b群にあたる

ものがない。このことは，さきに述べたトゲナソヌヵエヒでもみられた事実で，奄美と屋久・

種子のエビに繋殖期のズレがあるのではあるまいか。

5．0〃肋η“鮒α仰o鮒1“θ1伽附18DE　MANコテラヒメヌマェビ（第11図）

第11図0〃肋〃α∫鮒α〃08〃8cθ肋θ伽ゐ：

　左列は奄美大島浦上川産，×1．5，上か

　ら♂，赤カッ色の♀（抱卵），白帯を彩

　る2尾の♀（抱卵）；右列は屋久島産，

　頭部を示す，×1．7，上2つは白帯を彩る

　♀，次は赤カッ色の♀と♂．

fig130106.pdf
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　　　　　　　　　　　　　　　採　集　目　録

奄美大島　浦上（浦上川）8／4，1（抱卵），西仲問（住用川），8／6，10（抱卵）〔5〕，恩勝（大和

川），8／7，5（抱卵）〔1〕；住用村東仲問，7／15／63，30（抱卵）〔1）米。

　注：＊は鮫島幹夫氏採．

屋久島：小瀬田（女川川口），7／28，9（抱卵）〔3〕。

種子島　島間（島間川），7／29，6（抱卵）〔7〕，南種子本村（鹿鳴川），7／30，3（抱卵）〔1〕。

総尾数34〔16〕。

　　　　　　　　　　　　　　　形　　　　　態

　1）成体の大きさ　雌は体長11～20mm抱卵せるものの最小形は11mm，最大形は20m皿，

雄は10～16mmである。

　2）額角　真直にして，遠端下向し，あるいは微に下向せるものがある。その長さは，触

角柄第二節の1／2に達し，あるいは第二節の遠端に僅に達しないのが普通であるが，≒きに遠

端に達するものがあり，第三節の遠端に僅に達しないものさえある。

　額角上縁歯のうち，甲殻上に位する歯数の多いことはこのエビの特長で，6～1工歯あり，8歯

のものが多い（第2表）。上縁歯数（甲殻上歯数を含む）の変異の幅は17～27（モート24），平

均22．16±0．36，下縁歯数は3～9（モード5），平均5．41±O．61，これを各島別にみると第3表

の通り。

　第2表　0．w7〃か0鮒加cθ肋θ伽加の額角上縁歯数のうち甲殻上に位する歯数の変異．

産地 個体数 6 7 8 9 10 11

奄美 45〔5〕 3〔1〕 14〔2〕 24〔2〕 3 1 ・
屋久 9〔3〕

’
〔2〕 3 6〔1〕

一 一
種子 9〔8〕

’
〔3〕 4〔4〕 1〔1〕 3 1

計 63〔16〕 3〔1〕 14〔7〕 31〔6〕 10〔2〕 4 1

第3表α附肋かo鮒なcθ肋θ〃∫加の額角上縁，下縁歯数の変異．

上　　縁　　歯　　数
産地

下　　縁　　歯　　数
個体数

変異の幅 モード 平　　均 変異の幅 モード 平　　均

奄美 45〔5〕 17～26 21 21．24±O．00 4～9 5 5．42±0．00

屋久 9〔3〕 21～25 24 23．33±0．04 5～8 5 6．16±0．08

種子 9〔8〕 19～27 24 23．47±0．01 3～8 6 4．88±0．04

計 63〔16〕 17～27 21 22．16±O．36 3～9 5 5．41±O．61

　3）外側刺：第一触角柄基節の外側刺は，DE　MANによれば∫鮒α伽o鮒加種では著しく強

大であるに反し，6θ肋θ伽加亜種では短小であるとして，両者を識別する1標徴になっている。
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3島のエビについて観察するに，この外側刺の長さは第4表の如く，もっとも短きは触角柄第

一節（基節）を僅にこゆる程度で，もっとも長きは第三節の遠端に達す。

　　　　　　　第4表　C∫鮒α”08”3cθ肋ε〃8加の第一触角柄外側刺長の変異．

外側刺 の長さ
　　　＊奄美

尾　　久 種　　子 ！計

触角柄第一節を僅にこゆ 〔3〕 〔1〕 〔4〕

第二節の弘に達す 2〔3〕 2〔3〕

第二節の％に達す 13 〔3〕 13〔3〕

第二節の％に達す 15 〔2〕 〔4〕 工5〔6〕

第二達の％に達す 4 1〔1〕 2 7〔1〕

第二節の％に達す 5 5
第二節の遠端に僅に達せず 4 2 7 13

第二節の遠端に達す 2 1 3

　＊奄美大島の46〔7〕のうち，5〔1〕の外側刺長は観察もれである　また，奄美の額角歯相に

ついて扱つた個体数と一致しない．外側刺は完全でも額角の破損せるものがあるからである．

　4）胸脚：第一脚と第二脚の長さも，種と亜種を区列する標徴に数えられる。すなわち，

3鮒α柳0∫舳種の第一脚はかろうじて第二触角柄の遠端に，第二脚は第一触角柄二節の遠端に

達するが，本亜種ではそれよりも長い。しかし，その長い度合には変異があって，目本本土産

のものについては，私は3つの類型（a～c）を言己したが（目本淡水エビ類の研究，P．78），3島のも

の56〔13〕＊＊を観察する。と，3型の他にさらに別の類型（d～f）がある。

a）第一脚は掌節をもって第二触角柄の遠端に達し・　　　　奄美　　屋久　　種子

　第二脚は掌節をもって触角リン片の遠端に達す。　……・・一・8　　一　　　一

b）第一脚は掌節をもって第二触角柄の遠端に達し，

　第二脚は指節をもって触角リン片の遠端に達す。一…・・……　3　　　1　　　1

c）第一脚は指節をもって第二触角柄の遠端に達し，

　第二脚は指節をもって触角リン片の遠端に達す。一………・・4〔2〕　7〔3〕　7〔8〕

a）第一脚は指節をもって第二触角柄の遠端に達し

　第二脚は掌節をもって第二触角リン片の遠端に達す。……・・12〔1〕　一　　　一

e）第一脚は掌節をもって第二触角柄の遠端に達し，

　第二脚は腕節をもって触角リン片の遠端に達す。・・……・・…・・12　　一　　　一

f）第一脚は指節の遠端をもって第二触角柄の遠端に達し，

　第二脚は腕節をもって触角リン片の遠端に達す。…・…一・・1　　一　　　一

＊＊この尾数は採集した総尾数64〔17〕より少い，採集その他の際に脚の脱落せるものが除かれているため

である。



14 上　　田　　常

　これらのうちa，b，cは目本本土でみられ，aが普通であるが，3島ではc，次いでd，eが多

し）ことになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　彩

　一般に淡水のエビは色彩がじみであるが，本エビは色彩がはでやかで，しかも，同じ所に生

息しながら色彩に2型がある。一つは体の大部分が赤カッ色で，一つは紫ヵツ色で数個の白い

帯状紋がある。両色彩は雌にのみ見られ，雄はうすい赤ヵツ色である。

5

A

B

第12図　C8鮒α伽08舳cθ1θわθ〃挑の体長

　組成：A種子島産，lB屋久産，いずれも7

　月下旬採集．C奄美大島産，8月上旬採集．

　圏は♀，国は抱卵，□は♂．

10　　　11　　12　　　13　　　14　　　15　　　1ε　　　17　　18　　　19　　ZO

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　態

　1）分布：流れのゆるやかな，川のもっとも下流から川口付近の岸辺に生ずる，植物の根

葉にして水につかっているもののなかにすみ，容易に採集される。しかし，その個体数は他の

エビに比して少い。

　2）繁殖　屋久島，種子の7月の終りころ，奄美の8月初めころの採集では，すべて成エ

ヒぱかりで，雌は全部あるいはほとんと全部抱卵している。抱卵せるものの最小形は奄美では

体長11mm，屋久で16mm，種子18mmである（第12図）。

皿．Pa且aemo血id．aeテナガェビ科

6．肋1α舳o〃μ肌肋〃8DE　HAANスジエビ（第13図）

第13図肋1αθ1ηo〃ρ”κ肋伽：屋

久島一湊川産♀，×1．2，液づ

　け標本によったために，特徴あ

　る暗カッ色の斑紋不鮮明．

fig130107.pdf


奄美大島・屋久島・種子島の淡水エビ類 15

　　　　　　　　　　　　　　　　　採　集　目　録

屋久島：一湊（一湊川），7／25～26，28（成6，幼22）〔1〕；永田（永田川），7／27，5（成）；宮

の浦（宮の浦川上流），7（成）；小瀬田（女川），7／28，5（成）；安房（田の溝川），7／29，2（幼）

〔1〕。計47（成23，幼24）〔2〕。

種子島　南種子本村（鹿鳴川），7／30，1。

　　　　　　　　　　　　　　　　　形　　　　　　態

　1）成体の大きさ：屋久島の材料についてみるに，大なるものは体長30mm台で，最大（雌）

は405mmであるが，日本本土産のものは50mm台である。

　2）額角：日本本土の本種の額角には上曲，水平，下向のものがみられるが，今度採集し

た屋久島のものはすべて上曲する。南種子の材料は僅々1尾であるが，これは下向している。

額角歯数は，上縁に5～8（モード7）歯あり，そのうち最後方のユ歯は常に甲殻上に位し，最先

方の1～3（モード1）歯は他歯より離れて，角端にあり，いわゆる分離歯をなす。分離歯が2つ

ある場合には，1つが後方にずれて，分離歯と連続歯のほぼ中ほどに位し，中問歯をなす。屋

久の49尾中，この中問歯を生ずるもの9尾あり，18％にあたる。下縁の中ほどに2～4（モー

ド3）歯並び，分離歯の如きものなし。

5

明　乙、、。、、、、、、砕お、、、7、、、、側牛、斗、　　　第14図”・ρακ肋〃8の体長組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成：屋久島におげる7月下旬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採集．国は♀，□は♂．
5

3　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　Z1　　2Z　　23　　21ト　Zら　　25　　Z7

　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　彩

　体は淡カッ色，頭胸甲の側面に暗カッ色の複雑なる斑紋があり，腹部には第二節に2つ，他の

各節に1つ，計7つの暗カッ色帯状紋がある。頭胸甲側面の複雑なる斑紋を解折すると，L＞「

を前にし，Lの「を後にして，その間にLs「を挾んだ形のものが基本になって，これから多少

くずれた如き斑紋である（目本淡水エビ類の研究p．91，第37図参照）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　態

　1）分布：奄美大島では採集しえなかったが，屋久島では川岸で入網し，あるいは田の問を

流れる浅い用水路でみつかるが，その数は多くないようである。

　2）繁殖．屋久の49尾についてみるに（第14図），30mm台から40mm台の大形のクルー

プと，10mm台の小形のグループと，両者の間に20mm台の中形のグループとがある．抱卵

エビは1尾すらいないが，既に繁殖期を終っているのではなかろうか，20mm台のエビはさら

に成長を続け年内に抱卵するのではあるまいか。



！6 上　　田　　常　　一

　7．Mαぴoわ7伽c肋伽1o〃8伽∫（DE　HAAN）ミナミテナガェビ（第15図）

方言　奄美大島　　タナカあるいはタンカ（西仲間），ノンボ芥（恩勝），屋久島

マ，雌をコダクマ（一湊）。

瀦繁

雌をタク

第15図M鮒oか伽c〃・

　〃朋10〃吻ω♂：右は屋

　久島一湊川産，×0．6，

　中，左は奄美大島住用

　村興福地谷産，×0．25．

　　　　　　　　　　　　　　　　　採　集　　目　録

奄美大島　名瀬（高校前の新川），8／4，1（幼），浦上（浦上川），8／4，31（幼）〔3（成2幼1）〕

；小湊（山田川），8／5，7（成1幼6）〔2（成1幼1）〕；名瀬勝（大川），8／5，2（幼）〔1〕；西仲間

（住用川），8／6，5（抱卵1）〔8〕；西仲問（石やご川），8／6，〔1〕；西仲間（住用川支流の冷川），

8／6，〔1〕；山間（山間川），8／6，1（幼）〔2（成1幼1）〕；＊＊興福地谷入口（住用村），8／7，1

（幼）；恩勝（大和川），8／7，11（成6幼5）〔7〕；＊＊住用村興福地谷，7／7／63，〔ヱ1〕。

米奄美大島では，つりざおをツンボという。

＊米鮫島幹夫氏採。

このエビの第二胸脚の長いことをツンボにたとえる。

fig130108.pdf
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屋久島：一湊（一湊川），7／25，4（抱卵3）〔3〕；小瀬田（女川口），7／26，〔1〕；安房（水

田の溝川），7／29，35（幼）。種子島：島問（島間川），7／29，3〔1〕。

形　　　　　態

1）成体の大きさ：部落の近辺には大ものはいない。奄美大島住用村の奥地．興福地谷で，

　第5表〃．1o階伽∫雄（1～18）と雌（19～21）の第二胸脚長（mm）の体長（㎜m）と甲殻長

（mm）に対する割合と，各節長（mm）の指節長に対する割合．

標本番号1幣符脚長（・）・／・・1グ座節1長節1腕節1前節い旨節

1　35．5　100　右218　6．14

2　35　　101　右196．5　5．61

3　34　　96　左200　5．88

433　952…三1975．97
5　31，5　94　左180．5　5．73

6　31，5　92　右173　5．49

7　3．15　89　左221，5　7．03

8　31　　91　左170．5　5．50

9　31　　90　左164　5．28

10　30，5　89．5　左174．5　5．72

11　30　　87．5　右147．5　4．91

玉2　　　　25　　　　　72　　　　　？　145　　　　5．80

13　ヱ7，5　55　右63　3．60

14　17　51　左90　5．29

15　　　46．5右74

16　33　　　　左173　5．24

17　24，5　72　左127．5　5，20

1・　・…　　左11・・！・…

19　ヱ8　59．5右47　2．61
20　　　　　17，5　　　　57　　　　　？　　47．5　　　2．71

21　　　　16　　　　　51　　　　？　　40　　　　2．50

2，18

1，94

2，08

2，07

1，92

1，88

2，48

1，87

1，82

1，94

1，68

2．01

ヱ．14

1，76

1，59

1，77

1，79

0，79

0，83

0．78

　25．5　　　　39　　　　　　67　　　　　　58　　　　　　　28．5

　0．8　　　　1．3　　　　2．3　　　　2．0

　25　　　　　　33．5　　　　58　　　　　　50　　　　　　　30

　0．8　　　　1．1　　　　1．9　　　　1．6

　24　　　　　　36　　　　　　61　　　　　49　　　　　　　30

　0．8　　　　1．2　　　　2．0　　　　1，6

　24．5　　　　33　　　　　　58　　　　　　51．5　　　　　　30

　0．8　　　　1．1　，　　1．9　　　　工．7

　21　　　　　31　　　　　54　　　　　　48．5　　　　　　26

　0．8　　　　1．1　　　　2．0　　　　工．8

　21，5　　　28．5　　‘　51　　　　　42，5　　　　　29．5

　0．7　0，911．7　1．4－
　26　　　　　　39　　　　　　70　　　　　54，5　　　　　　32

＝21．8，llll、：’1，1’72，

　O．8　　　　1．O　　．　　1．8　　　　1．5

2ム．。2了1ポ41．。4？二套　26

　22．5　　　　29　　　　　　50　　　　　　46　　　　　　　　27

　0．8　　　　1．0　　　　1．8　　　　1．7

　20　　　　　　25．5　　　　44　　　　　　35　　　　　　　　23

　0．8　　　　1．1　　　　1．9　　　　工、5

　17　　24　141　　39　　’11
　0．7　　　　1．0　≡　　1．7　　　　1．6

－　　　　　　　　1

11二。五111■111111．。24
　11　　　　　　15　　　　　25　　　　　24　　　　　　　工5．5

　017　　　　0．9　　　　1．6　　　　1．5

　9，5　　　　13，5　　　20，5　　　　18．5　　　　　12

　0．8　　　　1．1　　　　1．7　　　　1．5

　22　　　　　　30　　　　．　51　　　　　　45　　　　　　　　25

　0．9　1・212・0　1．8
　16　　23　136　　33　　18．5
　0．8　　　　五．2　　』　　1．9　　　　1，8

　14，5　19　■32　30　　19
；O．7　1．0　1．7　工．7
　9　　　　　8．5　　　12　　　　　9．5　　　　　8

　L1　1・O」1・5　1・2
一．、1・ポ11二111二1　8

　8　　7　110　　8　　　7
　1．1　　　　1．0　≡　　1．4　　　　1．1

注：標本番号1～11は奄美大島住用村興福地谷産，12は大和村恩勝産，13は住用村山問川産，14，15は

　西伸間住用川産，16～20は屋久島一湊川産，21は種子島島間川産・



　18　　　　　　　　　　　　　　　上　　田　　常　　一

1963年7月採集された雄11尾は大ものぞろいで＊（例えば第15図の中と左），体長8τ～100

mm，屋久島　湊川の雄は72mm　因に，目本本土の最大は100mmである（日本淡水エビ類の

研究，p．109，第65表参照）。

　2）額角　真直にして先端とがり，上縁および下縁歯数を奄美の56〔33〕についてみるに，

上縁に10～13（モード12），下縁に2～4（モード3），上縁歯のうち甲殻上に位するもの1～3

（モード雌は2，雄は3），第一歯と第二歯との間隔はひかく的に広い。

　3）胸脚．雄の第二脚は方言ノンボ，すなわち，ノリザオにたとえられるほとに長いが，左

右同長のものはまれで，長い方は体長の2倍内外，甲殻長の5倍内外に達す。雌では体長のO．8

倍内外，甲殻長の2．5倍内外である。各節の指節長に対する割合は，雄で座節O．8内外，長節

1．O内外，腕節1．8内外，前節1．6内外であるが，採集したものの最大甲殻長（33mm）最大

脚長（173mm），を有する屋久島一湊の1雄（第15図右）では，座節O．9長節1．2腕節2．O前

節1．8である。雌では座節1．1長節1．0腕節1．4前節1．2である。雌の指節は”．〃物0〃θ卿θテ

ナガエビのそれに比して短大である。雄のハサミの両指は先端で交差して広い間げきを残す

が，剛毛を密生することはない。雌ではこの間げきが甚だ狭い。脚にみられるこれらの堆雄異

型は払切0”た舳ヤマトテナガでも同様である。幼エビの第二胸脚並に成エビの再生第二胸

脚の掌節（前節）がいくぷん扁平（その断面ややレンズ状あるし）はダ円形）でヤマトテナガの

掌節形に似ている点は注意に値する。

ら

S2　　53　　5手　　S5　　56　　S7　　58　　59　　60　　61　62　　63　　64　　ε5　　66　　67　　68　　69　　70　　71　7Z　　7コ

5

画　訓　黎羽誹　西　鴎　37鎚　勇側　令1　促斗3件　佑　侶47個斗9　的51

ら

　8　g　lO　ll　lZ　1314　15　16　1718　19四21理82牛25あη2829

第16図　”Zo〃雛ωの体長組成　　奄美大島部落の近辺において8月上旬採集せるもの．

　圏は♀，国は抱卵，□は吉．

　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　　　　彩

　がいしてヵツ色であるが，その濃淡の度合は生息環境により，同一環境のもとでも個体の大

小により区々である。頭胸甲の側面にに3本の顕著な暗色の条があり，Lハ□またはL小「の字

の斑紋を呈するが，幼エビでは，まん中の1条は短い。

＊体長それぞれ，87．5，89，89．5，90，91，92，94，95，96，100，101mm。
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第17図”．101悠伽∫♀に着生

　または寄生せる藻類：

右は奄美大島恩勝の大和川産，

　×0．8，0o〃ψ30pogo〃0加〃ゴオ

　ウインソウが着生．

　左は種予島島間川産，×1，緑藻

　の1種が寄生，腹部下面にうす

　ぐろく見えるのは密生せせる遊

　走予ノウ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　態

　1）　分布　奄美でも屋久でも種子でも，川は短く，上流から直ちに下流となり，中流がな

い。本種はこの下流の深所に生息し，その個体数は多い。たとえぱ，奄美大島住用川の経験で

は，日中深所の川岸で食物（にぎりめし）を口中でくだき水中に落すと，岩の間から多数のエ

ビがこれを求めて集り，採捕にいそがしいほどである。部落近辺のものは，がいして小形であ

るが，これは，八が大ものをねらって食用に採捕しているためと考えられる。屋久島　湊川の経

験では，人が岩の下にひそむゴマウナギル9〃1α1伽〃肋伽αを探しヤスでさしているが，こ

の際，おうおう大形のエビ（第15図右）が見つかってさされることがある。

　2）繁殖・奄美では，部落近辺の川で57尾の雌を採集したが多くは10mm台の幼エヒで

（第16図）抱卵せるものは僅に住用川の1尾，体長37．5mmである。したがって，産卵盛期は

いつごろであるかわからない。ちなみに，同属のヤマトテナガは，同日の採集でありながら多

数抱卵しており，10mm台の幼エビは採集されなかった。

　3）着生藻・奄美大島の恩勝（大和川）で採集した1雌，体長44mm甲殼長13mmには，

原始紅藻類の1つである糸状のオウイシソウ00榊ρ岬090〃α8肋OKAMURAがみごとに着生

繁茂している（第17図右）。着生部位は広く，a）左右の第一触角柄第三節の遠端に繁茂，

b）各歩脚の関節部位，ことに，長節と腕節との関節部位に繁茂，c）左側第五脚の座節から前

節に至る各節の周囲および関節部位に繁茂，d）尾扇とその基節との関節部位，尾節と第6節

との関節部位にも少量着生，e）甲殻上にも少量着生する。

　種子島島間（島間川）で採集した1雌，体長45mm甲殻長135m皿の腹部下面には，ある

fig130109.pdf


20 上　　田　　常

緑藻の遊走子ノウと思われる，暗緑色ゴマ粒状のものが密生している（第17図左）。私はこの

種の寄生藻を往年愛媛県肱川のCα〃伽α1舳08ガc吻ミゾレヌマェビで発見している（日本淡水

エビ類の研究P．73参照）。　これらの着生藻・寄生藻は，島根大学文理学部生物学教室秋山　優氏に提供し

てあり，同氏より研究発表があることになっている。

8．〃αぴoわr刎c肋〃ηカρol1た〃η（DE　HAAN）ヤマトテナガェビ（第18図）

方1…　奄美大島　　ヤマタナカ，ヤマタンカ（住用村西仲間），ヤマタンカ（大和村恩勝）

第18図　〃αぴo加伽c肋柳ノψo〃c〃柳

　♂：奄美大島住用村住用川の支流石

　やご川産，x0．7．

　　　　　　　　　　　　　　　　　採　集　　目　録

奄美大島　浦上（浦上川），8／4，3（抱卵1）〔1〕，西仲問（石やこ川），8／6，2（抱卵）〔14〕，

西仲間（冷川），8／6，11（抱卵）〔3〕；山間（山間川），8／6，1計17（抱卵12）〔18〕；西仲間冷川

渓流，6／17／63，9（抱卵）〔8〕＊；住用村興福地谷，7／7／63，〔2〕。＊　　　注：＊は鮫島幹夫氏採．

fig130110.pdf
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　　　　　　　　　　　　　　　　形　　　　　　態

1）成体の大きさ　奄美大島で，部落近辺の川で採集せるものの最大体長，雄は76m1m雌は

第6表〃畑o〃た舳雄（1～21）と雌（22～24）の第二胸脚長（mm）の体長（㎜）と甲殻長（㎜）に対

　　る割す合と，各師長（mm）の指節長に対する割合．

標本番号幣㌔芥脚長（・）1・／・

　　1　31　87　右99．53．20

　2　29，5　82　左121．5　4．11

　3　28　　75　右137．5　4．91

　4　27　．78　右126　4．66

　5　　　　26，5　　　　75．5　　　2彗三　工07．5　　　4．05

　6　23，5　66．5左63．52．70

　7　22，5　66　右103　4．57

　8　22　65　右96　4．36

　9　22　62　右95　4．40

　ユ0　21，5　62．5右91．54．25

　u　20　59．5左95．54．77

　工2　20　59　右91　4．55

　ユ3　19，5　58　右86．54．43

　14　19，5　57．5左62．53．26

　ユ5　19　55　右84　4．42

　ユ6　17－5　52．5右75　4．28

　エ7　17　51．5右75　4．41

　ユ8　14・5　45　左56．53．89

　ユg　13，5　41，5右57　4．22

　20　12　38．5右47　3．9工

　21　10・5　33．5右37　3．52

　22　17・5　57　左40．52．31

　23　15・5　51　右39　2．51

　24．　15，5　50．5左44　2．83

・／・座節長節腕節前節1指節

1．工4　14　17　21　28　　19・5
　　　　0．7　　　　0．8　　　　1．0　　　・1．4

1．48　17　20・5　24　37　　23
　　　　0．7　　　　0．9　　　　1．0　　　　1．6

1．83　17　22　28　雀5・5　25　　　　0．6　　　　0．8　　　　1．1　　　　1．8

1．6ヱ　14・5　21　26・5　42　　22
　　　　0．6　　　　0．9　　　　1．2　　　　1．9

1．42　14　18　22・5　34　　19
　　　　0．7　　　　0．9　　　　1．2　　　　1．8

0，95　8・5　11・5　13　19・5　11
　　　　0．8　　　　1．0　　　　1．2　　　　1．7

王．56　13　18　20　33・5　18・5
　　　　0．7　　　　0．9　　　　1．1　　　　1．8

1．47　12　17　21　31　　15　　　　0．8　　　　1．1　　　　1．4　　　　2．0

1．53　12　16・5　19　30・5　17
　　　　0．7　　　　0．9　　　　工．1　　　　1．8

1．46　11　15　19　29・5　17　　　　0．6　　　　0．9　　　　1．0　　　　1．7

i．60　11・5　16・5　王8・5　33　　ユ6
　　　　0．7　　　　1．0　　　　1．1　　　　2．0

ヱ．54　11　14　17　31　　18　　　　0．6　　　　0．7　　　　0．9　　　　1．7

1．49　10・5　14　17　29・5　15・5
　　　　0．6　　　　0．9　　　　1．1　　　　1．9

1．9　g・5　11・5　13　18　　10・5
　　　　0．8　　　　1．1　　　　1．2　　　　1．7

1．53　11　15　18　26　　14　　　　0．7　　　　1．1　　　　1．3　　　　1．8

1．43　g・5　12・5　15　25　　13
　　　　0．7　　　　0．9　　　　1．1　　　　1．9

1．45　g・5　13　15　24　　13・5
　　　　0．7．　　O．9　　　　1．1　　　　1．8

1，25　7・5　9　ヱ1　19　　10　　　　0．7　　　　0．9　　　　1．0　　　　1．9

1，37　7・5　10　11・5　18　　10．
　　　　O．7　　　　1　　　　　1．1　　　　1．8

1．22　’6・5　8　9・5　15・5　7・5
　　　　0．8　　　　1．0　　　　1．2　　　　2．0

1．10　5　6・5　7　12　　6・5　　　　0，7　　　　1　　　　　1．0　　　　1．8

0，71　7・5　7・5　9　9・5　7　　　　1．0　　　　1．0　　　　1．3　　　　1．3

0．76　7　7　10　9　　6　　　　1．1　　　　1．1　　　　1．6　　　　1．5

　　　　8　　　　8　　　10　　　11　　　　　70，87　　　　1．1　　　　1．1　　　　1．4　　　　1．5

注：1は西仲問冷川産，2，3住用村輿福地谷産，4は冷川産，5～7は西仲間石やご川産，8は冷川産，

　9～12は石やご川産，13は冷川産，14～23は石やご川産，24は冷川産．
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60m㎜，住用村奥地の興福寺谷で採集された雄は75，82mm。因に，高知県下や和歌山県下から

採集したものでは雄80～90血m宮崎県下から採集した雌は701皿mである。（日本淡水エピ類の

研究p．114，第69表参照）。

　2）額角：先端は僅かに上向し，あるいは水平である。額角上縁に9～12（モード11）歯あ

り，このうち甲殻上に位するものは3～5（モード4）で，ミナミテナガのそれに比すれば明に

多い。下縁に1～5（モード2）歯がある。

　3）胸脚：雄では第二脚が著しく肥大全面サメ膚で，背腹に扁平（横断面はダ円形）かつ，

内方へ曲る。この曲りは，長い前節（掌節）の曲りと前節以後の関節の転向によるもので，腕節

長節そのものは真直である。この曲りの度合は，成長に伴うもので，成エビほど明である。左

右異大が常で，よく成長せる雄の大なる方は甲殻長の4倍以上，5倍には達せず，体長の1．5

倍内外である。その各節の指節長に対する割合は，座節07長節O．9腕節12前節18，雌で

は左右の差は小く，甲殻長の2倍以上2．5倍以下，体長の約O．7倍，座節1長節1腕節1．3前

節1．3である（第6表）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　　　彩

　雄は暗ヵツ色で，青緑色を帯べるものあり，腹部第一節前縁と第三節後縁とに顕著なる濃い

黒ヵツ色の帯状紋があり，後者のそれは大きい。雌では，頭胸甲側面に暗色分枝状の斑紋があ

り，腹部には雄と同じような帯状紋がある。清流の瀬にいるから体や脚はよごれていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　態

　1）分布：奄美大島でのみ採集したが，屋久島にもいるであろう。ここらの川は短く，上流

から直ちに下流となり，いわゆる中流がない。このエビは主に上流，または下流の流れの速い

所に生息し，その密度は大きい。住民はハヶツにいっぱい取ってきて食用するほとである。

55
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
S
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1
4手 唱 侶 47 今8 斗9 50 51 曳 靱 誹 55 56・ S7 58 s9 60
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第19図〃．ノ卯o肋〃榊

　の体長組成：奄美大

　島産8月上旬採集．

　園は♀，固は抱卵，

　□は♂．

　2）繁殖：ミナミテナヵと異り，抱卵雌を多数採集しえたことは特筆に値する（第19図）、

17尾中抱卵せるもの9尾あり，抱卵せるものの最小は体長35．5mm，最大は57m皿であって茅

ミナミテナガにみられた1O血m台の幼エビがえられなかった。幼エビは流れのゆるやかな場所

に運ばれて・成長にともない元の場所に帰ってくるであろうと考えられ，さすれば，同じ場所

でミナミテナヵの幼エビと混生するであろうし，ミナミの幼エヒと思われた10mm台の多数の
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幼エビは，実は両種混合しているかもしれない。幼エビの識別はむつかしい。今後のすぐれた

観察にまたなければならない。

a■）b
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第20図　奇形集：a～d　C〃肋舳吻〃∫，e～i．α肋0ω此物，ト1

　”鮒057伽C肋”ηZ0”8勿ω，m　C〃肋伽　卯ρ畑，拡大率不同．
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　　　　　　　　　　　　　　　　w。奇　　　　　　形

　筆者は解剖顕徴鏡で各種エビの額角歯相を観察中，たぴたび額角の奇形abnoma1fomに

でくわした。その主なるものをスケッチしたものが第20図である。これら額角奇形に共通する

は・多くが額角の先端あるいは先半分にみられることである。このことはエビの尾節の奇形に

もみられる。第20図a～dはC〃肋伽吻卿トケナソヌカエヒのもので，a　　奄美の住用村

役勝産体長235mm雌，この額角遠端は第二触角柄第一節の末端に達す。’b　　南種子鹿鳴川

産体長29㎜㎜雌（抱卵），この額角は水平にして触角柄第二節の％に達す。c　　同産体長28

mm雌（抱卵），触角柄第二節の始に達す，d．　奄美の小湊山田川産体長175mm雄，この

額角は眼角膜の遠端に達す。e～1はCl〃肋伽肋伽〃肋ミノレヌマェヒのもので，e　　奄美

の住用川産体長175㎜m雄，この額角歯数は上縁に6甲殻上に3，f　奄美の山問川産体長

ユ85㎜m雄・この額角はこく一部を示したもので，歯数は上縁に10甲殻上に2，9　　同産体

長23㎜m雌（抱卵），この額角歯数は上縁に12甲殻上に3下縁に6，血　　奄美の恩勝大和川体

産長185mm雄，額角歯数は上縁に（12＋2）甲殻上に2下縁になし，董　南種子島間川産体

長21・5mmの雄，額角歯数は上縁に23甲殻上に3下縁に11．j～1は〃鮒o加o肌伽舳Zo”8φω

ミナミテナヵエヒのもので，j　　南種子島間川産体長41mm雄，額角歯数は上縁に7甲殼上

に3下縁に2，虹　　奄美の恩勝大和川産体長19mm幼雌，額角幽数は上縁に6甲殻上に2下

縁に1，及　屋久の安房産体長125mm幼雌，額角歯数は上縁に4甲殻上に1下縁になし。

醐．一C＝舳伽α卿卿トゲナシヌカエビ，奄美の大熊産体長18mm雄の尾節である。

V．地　理　的　分　布

　筆者が鹿児島県薩南諸島の奄美大島⑧屋久島⑧種子島で採集した淡水エヒは，ヌマェヒ科

Aty1daeの4種1亜種，肋γα卿ω岬蜘∫oヌマエヒ，C〃肋伽吻〃8トケナソヌカェヒ，C舳一

砿吻ブψ0励ωヤマトヌマエビ，0〃肋伽1〃Cω此肋ミゾレ支マエビ，0〃肋伽κ〃0伽08肋8

0θ肋㈱1∫コテラヒメヌマェビと，テナカェヒ科pa1aemon1daeの3種，肋Zαθ榊o〃μ〃α地伽

スジエビ，”あぴ0加卿6〃〃肋10”9勿θJミナミテナガェビ，〃αぴ0加α肌力加肋力ρ0κた〃伽ヤマトテ

ナカェヒ，あわせて2科7種1亜種である。日本本土（九州⑧四国④本州）の淡水に産するヌ

マェヒ科とテナヵエヒ科エヒ類のうち，薩南諸島（奄美⑧屋久⑧種子）で採集しえなかったも

・のは肋閉σαco〃ψκ∬α加ργo沁αヌカェビと1V；θocαグ肋伽伽πゴα4肋oミナミヌカェビと〃α一

（70加卿6肋〃κ妙o〃θ卿θテナガェビの3つである。これらのうち，ヌヵエビは本州の中部地方1

関東地方⑧奥羽地方の脊りょう山地帯に分布するものであるカ）ら論外として，他の2種につい

ては，採集の不行届によるものか，それとも全然いないのか，定かでないから，今後の精査に

またなけれぱならないが，薩南に産する7種1亜種はすべて日本本土に分布する。ここで，薩

南の淡水エビの種類を沖縄のそれと比較すると，第7表にみるとおり，前者の肋グ卿αヌマ
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エビ属が後者になく，後者の柳αオニヌマエビ属や肋ぴ0加例6”舳テナガエビ属の多数

（6種）が前者に分布していない。このことからして，薩南諸島の淡水エビ相は日本本土のそ

れによく似ており，沖縄のそれとは異なるところが多い。おそらく，沖縄が薩南諸島から分離

した年代は，薩南諸島が日本本土から分離した年代よりはずっと古いものと考えられる。

　　　　　　第7表　淡水エビ類の沖縄1奄美・尾久・種子・日本本土における分布表

　　淡水エビの種類

肋榊卯αC0〃〃醐α
　ヌ　　マ　エ　　ビ

R　C0岬榊80加μ0沁σ
　ヌ　カ　ェ　ビ
1V；θ06ωプd7〃α4θ〃ガc〃1o‘α

　ミナミヌカェビ
w．比η伽〃〃α∫加θ柵ゴ3

1Vと06α〃d加o5”θγか08〃な

c〃肋伽τ〃〃3
　トグナシヌカエビ

C〃肋〃りη0〃たα

　ヤマトヌマエビ
ClαγゴdZ〃α3θググαなか08卯加

　ヒメヌマエビ
C．　∫θグ1σなか03か加　6θ1θわθ〃3な一

　コテラヒメヌマユビ
（］αグゴ威〃σ　1θ〃co∫κcゲα

　ミゾレヌマエビ

C鮒肋伽87α〃扮0鮒加

λ似伽0〃κ舳加

肋伽伽0”ρ伽C肋伽
　ス　ジ　エ　ビ

肋1α舳0〃10〃8た卯〃8

〃鮒05伽C肋〃り卯0”3α〃η

　ヤマトテナガェビ
1Mαcグo5グo〃c乃j〃〃τ　107

　コンジンテナガェビ

〃鮒0かωκ肋伽ρ〃Z妙加θ〃3加

　フイリッピンテナガェビ
ル乙06グo5κα1κ乃ゴ〃1〃　〃比ゴ〃θ〃3な

　リュウキュウテナガェビ

M鮒0570肌〃舳8噸”47〃伽〃∫

　オオテナガェビ
ハ4boγoわ70ηc乃ゴ〃〃τ　1α〃〃10〃〃5

！吻αcグoわ7α”c乃ゴ〃〃2∫〃”∂oた〃3

　スベスベテナガエビ
〃鮒0ム舳C肋〃110〃8伽3

　ミナミテナガェビ
ハ4；α0〆0わγα1π1”〃〃1〃20∂θ3プ〃∫

〃鮒0加0”0肋榊”妙0”舳θ
　テ　ナ　ガ　ェ　ビ

沖　　縄

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

奄美・屋
久1種子

十

十

’十

十

十

十

十

九州・四
国④本州

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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篤21図　奄美大島住用村淡水ユビ採集地を示す（5万分の1地形図奄美大島11号による．）：

×月”〃γσC01ηκ3∫αヌマェビ　　　　◎α3θ附α伽0鮒加Cθ1θ加〃8加コテラヒメヌマユビ

○C〃肋伽力ρo”たαヤマトヌマェビ　　圏114；αぴo加α肌〃〃閉1o〃9勿θ3ミナミテナガェビ

⑳C1〃C03此肋ミゾレヌマエビ　　　国〃1力ρ0〃た〃仰ヤマトテナガエビ

　　　　　　　注：c卯〃∫はいたるところで採集でぎる．

1VI．生態的分布

　1　日本本土において普通なるヌマエヒ科のものは肋7仰αC0伽μθ∬αヌマエヒや肋oCα一

〃伽α庇〃κ”α吻ミナミヌカエヒであるが，薩南三島では0〃肋卿伽〃8トゲナソヌヵエヒ，

ついで0伽伽α1ακ0∫伽0ミソレヌマェヒである。トゲナナソは日本本土では，がいして川口

または川口に近いところの川岸に生息するが，薩南三島では下流にまで広く分布する。このこ

とは川況のいたすところであろう。

　2．ヌマエビは，日本本土では，一般にいうて，水田の間の用水路や低地の池沼，あるいは

・付近の川岸に生息するが，奄美大島ではかような場所にはおらず，小さい山間の流れとか，わ

き水付近の岩下やレキの問に，いわば，ひかく的水温の低いような場所に見出され，しかも，
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その個体数は多くな◇㌔住用川で採集した2尾は他所から出水時流されたものであろう。日本

本土では，垂直的には次のヤマトヌマェヒ分布の下限にまで分布する。

　3・0〃肋〃りηo〃ωヤマトヌマェヒの本来のすみ場所は，目本本土では西南日本の山問の

けい流であることを筆者は論じているが（日本淡水エビ類の研究P58），薩南三島でもやはりそ

のようで，奄美では鮫島幹夫氏が海抜約180mの所で採取している。ここは住用村西仲間から

東仲間に至る曲所しげきバス道路の東側である。屋久では，永綱武二氏が小瀬田部落から約

3kmの山奥で採取している。このエビのすむけい流は，冬は上に雪が積り，春先は底の方の雪

が先にとけて流れるが，けい流の上にはなお雪がかかっていると氏が筆者に語った。筆者は南

種子の鹿鳴川の川口に近い下流（水田の間を流れる）で体長12mmの幼エビを1尾採取したが，

おそらく，上流の方から流されてきた，いわぱ場ちがいのエビであろう。日本本土では，ヤマ

トヌマエビの垂直的分布の下限でヌマエヒと混生するが，薩南3島ではその点不明である。

　4　奄美にせよ屋久にせよ，既に述べたように水系に上流と下流のみあって，中流を欠き，

上流は浅く流れが速いが下流は深く流れがおそく，また，支流は本流に比して上流的である。

〃鮒0加α肌肋朋10〃8勿ωミナミテナガエビは下流の流れゆるやかな深所に，〃．ブψ0〃α舳ヤ

マトテナガは上流または支流の瀬のような，流れの速いところこにすみわけている。かような

生態的なすみわけは日本本土においても明らかである。問題は，ヤマトテナガがのフ化して母

体を離れた幼生が，どこで成長するかである。おそらく，水流のゆるやかな場所に運ばれて，

そこでしだいに成長して原郷に復するもののように推考されるが，そうすれば，一時ミナミテ

ナガの幼生と混生するもののように思われる。いずれにせよ，これ．らの点については目下のと

ころ確な裏づけがなく，今後の調査にまたねばならぬ。
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図　版　　の　説　　明

　第1図版　上は奄美大島名瀬の町中を流れる新川で，川岸の植生の下に網をおすと，0〃肋〃α物〃3

が入る。

　中は浦上川で，浦上橋から500mぱかりさかのぽったところ，川底にはイソマキガイやカワニナが多

い，左岸の植生の下にはC卿〃∫やC．3鮒α伽03チ〃“θ肋θ伽加がすみ，浦上橋付近では〃鮒0加α一

〃C肋榊ノΨo榊ω伽が採集される。

　下はこの川の近くにある大熊の用水タンクで，水田の水をこれから引く。タンクの壁はコンクリート

造りで，山から流れ出る冷水をうげとめるが，その中にはア鮒柳0CO1桝ω醐がすみ，外辺の草葉の間

を流れるわぎ水の中にはα物〃∫が密集している。

第2図版　上は奄美大島名瀬勝の大川で，川口に近い川岸に〃．1o惚伽3がすむ。

　中は同島西仲間の住用川で，延長約ユ6km本島ずい一の長い川である。写真に出ているそこらでは，

C．卿〃∫，C．1θ〃cω〃αo，0．3鮒o伽o鮒加6θ肋θ伽な，”．10昭伽8などが入網する二

　下は住用川の支流石やご川で，子どもたちが集って，M鮒0加伽c肋榊ブゆ0〃5c舳を捕っている。

　第3図版　左上は屋久島の一湊川下流で，ここに出ているところの淵では”．Z0〃吻ωがヤスでつか

れている。左中と右下は同島小瀬田の女川の川口付近で，川岸ではC1θ〃cωガ吻，α鮒吻伽ω卯加cθ1θ一

わ㈱ゐが採集される。左下は安房（安房川）のつり橋，橋上の人は筆者，右上は一湊の山壁にかかる滝。

　第4図版　上は屋久島宮の浦川，中は種子島島間川で，ここでは小型の〃．Z0昭伽3がとれるが，さ

かのぽると川底に。インマキガイが多く，川岸ではCご〃畑，α1θ肌ω伽αC8鮒αガグ0鮒加Cε肋θ伽な

が入網する。

　下は種子島鹿鳴川で，ここではC榊〃∫やC．1ακ03〃α，ακ〃伽か03舳cθ肋6伽55が入綱する。
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